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会報 シルバーきたかた

令
和
６
年
度

定
時
総
会

公
益
社
団
法
人
喜
多
万
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
令
和
６
年
度
定
時
総

会
が
、
５
月
３１
日
、
厚
生
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
重
点
事
業
は
、
①
会
員
加

入
の
促
進
②
安
全

・
適
正
就
業
の
徹
底

③
就
業
機
会
の
拡
大
④
普
及
啓
発
の
促

進
と
な
り
ま
す
。

藤
本
理
事
長
は
、
福
島
県
連
合
の
筆

頭
副
会
長
に
な
り
ま
し
た
。

理
事
長
あ

い
さ

つ

（
要
旨

）

少
子
高
齢
化
が
進
ぬ
〈フ
日
に
お
い

て
、
高
齢
者
が
生
涯
現
役
と
し
て
、

よ
り

一
層
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
状

況
の
中
で
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン

タ
ー
は
、
人
生
百
年
時
代
を
見
据
え
、

高
齢
者
が
就
業
を
通
じ
て
地
域
社
会

に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
生
き
が
い

や
居
場
所
づ
＜
り
と
し
て
、
ま
す
ま

す
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、

負
の
影
響
を
乗
り
越
え
、
地
域
の
実

情
を
踏
ま
え
た
積
極
的
な
取
り
組
み

を
行
い
、
そ
の
期
待
に
応
え
る
た
め

引
き
続
き
、
会
員
数
の
持
続
的
な
拡

大
に
向
け
、
特
に
女
性
会
員
の
拡
大

や
企
業
退
職
者
層
へ
の
働
き
か
け
強

化
、
退
会
者
抑
制
、
八
十
歳
を
超
え

て
も
活
躍
で
き
る
就
業
環
境
の
整

備
、
安
全
就
業
の
確
保
等
を
重
点
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導
入

さ
れ
〈フ
年
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
、

包
括
的
契
約
等
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
適
切
な
対
応
を
し
、
事
業

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

'   新 役 員 名 簿

藤本理事長あいさつ

退任役員へ感謝状贈呈が行われました。左から、加藤勇
副理事長、手代木正美理事、鷲山武行理事。

あねさま倶楽部が総会前に、自分たちが作つたものを
陳列しました。
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T覇
シ
答
―
鵠 定時総会

総会終了後の懇親会が復活し、楽し<語り合いました。



会報 シルバーきたかた
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各委員会の

開催
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広報委員会 女性委員会

安全・適正就業

推進大会

遠藤市長に要望書を
提出しました

7月 30日、藤本理事長が遠藤忠
―市長を訪問し、『地域社会 |こ貢

献するシルバー人材センターの決

意と支援の要望書』を提出いたし

ました。

安全・適正就業

委員会

事業委員会

事務所移転
4月 1日、市内桜ガ丘から、桜町地区
勤労青少年ホーム内へ事務所を移
転しました。

勤労青少年ホーム あねさま倶楽部

事務所移転 |こ伴い、
空いた桜ガ丘事務所 ヽ
|こ「あねさま倶楽部」

峙

が入りました。
ぜひ、お出で下さい |

り ||、

3

事務室

玄関ホール



会報 シルバーきたかた

講習会の開催
i

パソコン教室 (全 10回 )

スマホはパソコンの進化したものとも言えることか
ら、ここでしつかり基礎を学んでいます。 スマホ教室 (全8回 )

スマホはコミュニケーシ∃ンツール、片手で持てる百
科辞典としても大変便利です。

山□洋一さん  ～ 海釣り ～
新潟東港からの日本海の夜釣りで、何が釣れる
か分からないわ<わ<感、釣った魚を自分でさ
ばいて食べたりといろいろ楽しんでいます。

渡部健―さん  ～ 木工 ～
今を生きる人々の趣味|こ合うように、伝統の桐
箪笥を再生しました。桧枝岐のまげわっぱの伝
承保存|こも取り組んでいます。

会員の広場 撻

ヽ  :｀ sヽ国,llⅢ lS'',,

蓮沼清明さん  ～ そば打ち ～
用務員の仕事の他、趣味のそば打ちをしていま
す。この時は、施設で打ち立てのそばを食べて
もらいました。
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北見保則さん  ～ 詩吟 ～
中央が北見さん。大きな声で朗誦するのが□周
りの健康 |こ良<、 気持ちも晴れ晴れするという
ことです。
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会報 シルバーきたかた

就業現場

の様子

保育補助

道光保育所|こて。会員さん (右側手前)を交えて打
ち合わせ。地域の宝であるお子さんを預かり、見守
るやりがいのある仕事です。

清掃作業

コッコツリー|こて。和気あいあい、楽し<作業させて
もらつています。

障子張 り替え

真新しい障子の張つた部屋は気持ちのいいものです。

施設 内清掃

ベルハート|こて。介護施設のお掃除を担当してい
ます。マスクはしていますが、いつも笑顔で作業し
ています。

」麒順‐[‐ロロ1■‐口:■1■l口_」
軒花制作

山都連絡所 |こて。各町内から注文を頂いて、お祭り
準備 |こ忙しいこの時節。祭囃子の笛・太鼓がどこか
らともな<聞こえて<るようです !

~―
・ こ
=―“

街路樹除革

道路の両側|こある街路樹桝の草あしり、お盆を前|こ
街は少しづつお色直ししていきます。
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シルバー人材センターに入会 してみよう !

汎慟絋蜻瘍聯趙

⑬雉燿孟仄靡けで宦

まずはお電話|こて連絡をお
願いします。入会説明会の日
程等をご案内します。

● 2茉 顆 渾 祗
シルバー人材センターの仕
組み、概要を理解していただ

きます。お気軽 |こあ越し<だ
さい。

③入会申し込1■l

ご納得いただいた上で、必
要書類の提出等、入会の手続
きをしていただきます。入会
金や年会費が必要となりま
す。

(IIメ 贔 恣

センターがお引き受けした

仕事と、会員の皆さんが持っ
ている知識 0経験・技術や希
望 |こ照らし合わせ、仕事を紹
介 0提供します。仕事の対価
として、翌月末 |こ配分金 (ま
たは賃金 )が支払われます。

. トヽ
‐′
蓼ヾ
熙 ´

会報 シルバーきたかた

喜多万市シルバー人材センターは、シニア世代の皆さ
んの知識や経験、技術を生かして働<場を提供し、地域
への貢献、高齢者の生きがいづ<りに取り組んでいます。
関心のある方はぜひ、入会をお願いします。

《入会の条件》

・原則60歳以上の健康で働<意欲のある方
・シルバー人材センターの趣旨|こ賛同していただいた方
・入会説明を受け、入会申込書を提出した万
・定められた会費を納入していただける方

入会説明会
の ご案 内

毎月第2金曜日

午後1時30分～

◎今後の説明会の予定

9月 13日 (金)午後 1

10月 11日 (金)午後 1

11月 8日 (金)午後 1

12月 13日 (金)午後 1

場所

電話

勤労青少年ホーム内

シルバー人材センター事務室

0241-23-1313

時 30分～
時 30分～
時 30分～
時 30分～

※左記日程の

説明会 |こ出ら

れない方は、

連絡を頂けれ

ば随時説明会

を行います。

瑣
祗

編

集

後

記

巡
贔

今
年
の
夏
も
猛
暑
と
な
り
、
日
に
日

に
更
新
さ
れ
る
最
高
気
温
と
な
る
中
、

就
業
さ
れ
る
会
員
の
皆
様
本
当
に
ご
苦

労
様
で
す
。

近
年
は
隣
に
ど
ん
な
人
が
住
ん
で
い

る
か
わ
か
ら
な
い
な
ど
、
希
薄
な
人
付

き
合
い
が
取
り
ざ
た
さ
れ
ま
す
。
幸
い

こ
の
町
、
特
に
喜
多
万
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
は
昔
な
が
ら
の
人
情
が

残

っ
て
い
ま
す
。

４
月
に
事
務
所
が
移
転
し
て
広
＜

な

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
以
前
に
も
増
し

て
さ
わ
や
か
さ
と
人
情
を
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な

っ
た
気
が
し
ま
す
。

い
つ
も
「会
報
シ
ル
バ
ー
き
た
か
た
」

を
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

会
報
発
行
に
あ
た

っ
て
は
、
常
に
目

的
意
識
を
持
ち
、
紙
面
の
構
成
等
に
つ

い
て
編
集
会
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。
よ

り
読
み
や
す
い
会
報
発
行
の
た
め
、
皆

様
方
の
ご
意
見
、
ご
感
想
な
ど
を
お
寄

せ
＜
だ
さ
い広

報
委
員
長

副
委
員
長

委

　

員

委

　

一員

委
　
　
員

菊
地
鈴
木
渡
部
蓮
沼
藤
本

廣
明
成正

清
明
泰
子
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